
地
域
に

場
所

新
居
浜
「ス
ク
ノ
マ
の
会
」

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
と
保
護
者
を
支
え

、
第
三
の

壇
所
づ
く
り
に
取
り
組
む
新
居
浜
市
の
有
志
の
会

「ス

ク
ノ
マ
の
会

」
（原
寿
也
会
長

、
約
15
人
）
が
活
動
の
幅

を
広
げ
て
い
る
。
相
談
や
学
習
支
援
に
加
え
、
農
作
業
体

雪
実
施

。
「地
域
で
頼
れ
る
場
所
の
一
っ
に

」
と
親
子

に
向
き
合
つ
て
い
る
。

「安心感を提供 し たい」
や
験
援
体
支
業
習
作
学
農

ス
ク
ノ
マ
は

「ス
ク
ー
ル
」

に
遊
牧
民
を
意
味
す
る

「ノ

マ
ド

」
を
加
え
た
造
語

「ス

ク
ー
ル
ノ
マ
ド
」
の
略

。
不

登
校
の
子
を
持
つ
親
を
支
え

よ
う
と
、
市
P
T
A
連
合
会
の

メ
ン
バ

］や県
人
権
対
策
協

議
会
新
居
浜
支
部
の
役
員
ら

が
2
0
2
1
年
4
月
に
設
立

し
た

。
市
教
育
委
員
会
の
後

援
を
受
け

、23

藍
か
ら
同
支

部
の
事
業
の
一
環
で
活
動
し
て

い
る
。

理
年
か
ら
は

、
毎
月
第
2

土
曜
に
原
さ
ん
所
有
の
農
園

で
芋
掘
り
な
ど
を
体
験
す
る

「ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
教

室
」
を
開
催

。
8
日
は
、
市

内
の
小
中
学
生
の
親
子
2
組

が
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
を
楽

し
ん
だ
ほ
か
、
J
R
新
居
浜

駅
周
辺
に
設
置
す
る
イ
ル
ミ
ネ

l
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
案

し
た

。
毎
週
火
曜
と
木
曜
の
午
前
1o

時
一一・

、
一・
正
午
は
、
瀬
戸
会
館

（同

市
瀬
戸
町
）
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
の
資
格
を
持
つ
相
談
員
が

保
護
者
ら
の
相
談
に
応
じ
る
。

そ
の
間

、
教
員
o
B
が
児
童
・

生
徒
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
。
学

校
や
市
が
設
置
す
る
適
応
指
導

教
室
と
も
連
携
し
、
会
の
活
動

参
加
が
学
校
の
出
席
扱
い
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
ぅ
市
教
委
に

申
請
し
て
い
る
。

象

統
は
原
則
無
料

。小
学
生

か
ら
高
校
生
だ
け
で
な
く

、
高

校
生
以
上
も
受
け
入
れ
。
公
式

L
I
N
E

（ラ
イ
ン
）
で
は
24

時
間
匿
名
で
不
安
や
悩
み
を
打

ち
明
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
電

話
や
ラ
イ
ン
だ
け
で
っ
な
が
っ

て
い
る
史
n

星
や

、〇
・し'

多

原
会
長
は

「子
ど
も
も
大
人

も
困
つ
た
と
き
に
頼
れ
る
場
所

が
あ
る
の
と
な
い
の
で
は
大
き

く
違
う

。
会
が
安
心
感
を
提
供

で
き
る
場
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ク
ノ

マ
の
会
ホ
ー
ム
ぺ
1
ジ

（H

P
）
=
h
t
t
P
s
:

fn
i
i

h
a
m
a

l
j

i

n
k
e
n
．

j
l

p
/
-s
u
k
u
n
o
m
a
/

か
ら

。
H
P
に
あ
る
ラ
イ
ン
の

Q
R
コ

］ドか
ら

、
面
談
の
予

約
や
相
談
を
受
け
付
け
る
。

（石
川
美
咲
）

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
教
室
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
下
絵
作
り
に

取
り
組
む
参
加
者
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